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古墳時代の金属製象嵌製品の製作技法の解明と保存修復のための診断技術の確立
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研究成果の概要：金属製象嵌製品の製作技法や保存修復について総合的に検討するため、考古遺物と古墳の両方
を実見できることを条件とし、全国の"風土記の丘"より調査対象を絞り込み、西日本より岡田山１号墳及び銀錯
銘銀装円頭大刀（島根県松江市）、東日本より稲荷山古墳及び金錯銘鉄剣（千葉県行田市）を調査対象とした。
展示保存などについて施設管理者よりヒアリング調査を行った。
比較対象として、奈良国立博物館所蔵の金銅製品３件（奈良県五条猫塚古墳出土・珠城山三号墳出土）について
熟覧を行い、荒神谷遺跡（島根県出雲市）の出土青銅製品を常設展示する島根県立古代出雲歴史博物館及び荒神
谷遺跡公園の施設管理者よりヒアリング調査を行った。

研究分野：保存科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
“風土記の丘”は野外展示施設という役割を担うため、古墳（出土場所）に隣接する展示施設において考古遺物
（考古資料）を常設展示する必要が生じる。金属製象嵌製品は、材質及び製作技法の双方の観点より、非常にデ
リケートであるため、適切な保存処理を行った上で、安定的な展示環境を維持できるように、窒素ガス（不活性
ガス）を展示ケース内へ導入する仕組みを実現することにより、遺物の展示保存が可能となる。訪問によるヒア
リング調査を行うことにより取得した情報を比較表へ整理した点が本研究の成果である。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
 
 金属製象嵌製品の製作技法や保存修復について総合的に検討するために、考古遺物と出
土場所（古墳）の両方を実見できることを条件設定し、全国の"風土記の丘"より調査対象
を絞り込んだ。調査対象としたのは、西日本より岡田山 1号墳及び銀錯銘銀装円頭大刀（島
根県松江市）、東日本より稲荷山古墳及び金錯銘鉄剣（千葉県行田市）である。訪問により、
施設管理者より展示保存などについてヒアリング調査を行った。 
 比較対象として、材質及び製作技法が異なる金属製品について、保管方法等について調
査を行った。奈良国立博物館がインターネット上で公表している収蔵品データベースより、
修理前及び修理後の画像を取得することが可能な考古資料のうち金銅製品に限定し、蒙古
鉢形眉庇付胄（奈良県五条猫塚古墳出土）、双鳳文杏葉（奈良県珠城山三号墳出土）、忍冬
唐草文鏡板（奈良県珠城山第三号墳出土）の 3件について熟覧を行った。青銅製品につい
ては、荒神谷遺跡（島根県出雲市※旧斐川町）より大量に出土しており、令和 3年度末に
再修理報告書が公表されている。この資料群は、加茂岩倉遺跡（島根県雲南市）より出土
した多数の銅鐸（青銅製品）とともに島根県立古代出雲歴史博物館に常設展示されている
ため、施設管理者よりヒアリング調査を行った。令和 4年度末には、荒神谷遺跡公園の遊
歩道等の修理工事が行われたため、施設管理者より維持管理に関するヒアリング調査を行
った。 
 
 
２．研究成果 

 

 “風土記の丘”は野外展示施設という役割を担うため、古墳（出土場所）に隣接する展示
施設において考古遺物（考古資料）を常設展示する必要が生じる。金属製象嵌製品は、適
切な保存処理を行った上で、展示環境を維持するために、窒素ガス（不活性ガス）を展示
ケース内へ導入する仕組みを整えて展示保存が可能となる。ヒアリング調査により取得し
た情報を比較表へ整理した点が本研究の成果である。 
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